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2016 年度 １＆２年⽣向け 

EMS モジュールは、英語を使用言語とする展開科目（コー

ス科目）を無理なく履修するために推奨される履修プラ

ン。「英語を学ぶ」から「英語で学ぶ」へと進むための道し

るべです。 



モジュールⅠ：iSEP 
(International Studies in Economics and Politics) 

モジュールⅡ：SAL 
(Studies in Applied Linguistics) 

 ≪モジュールの構成≫ 
 
① ACE 科目 

ACE の選択科目のうち次の科目は、このモジュールに含まれる展開科目（下記②、③）を履修するため

に必要なスタディ・スキルの修得のために、特にデザインされています。 
 
 Comprehensive Study Skills（2 前） 

 
② Interactive Studies（国際社会コース科目） 

次の 8 科目は、国際政治学・国際経済学の基礎的学習を、ケーススタディやディスカッションなど多様

な手法を交え、英語で行うものです。 
 
 Interactive Studies: Issues in International Politics（2 前） 
 Interactive Studies: Chinese Foreign Policy from IR Theoretical Perspectives（2 前） 
 Interactive Studies: Political Economy of International Development（2 前） 
 Interactive Studies: State, Market and Social Values（2 前）←2016 年度は開講せず 
 Interactive Studies: Contemporary Issues in Microeconomics（2 後） 
 Interactive Studies: Growth, Development and Policy Choice（2 後） 
 Interactive Studies: History of International Relations（2 後）←2016 年度は開講せず 
 Interactive Studies: Elections, Public Opinion and Democracy（2 後）←2016 年度は開講せず 

 
③ 応用的な展開科目（国際社会コース科目） 

次の諸科目は、国際政治学・国際経済学の応用的学習を、英語で行うものです。上記①、②の諸科目の

履修により獲得されるスタディ・スキルや専門的知識をベースとして、授業が展開されます。 
 
 International Cooperation（2 後） 
 International Relations（3 前） 
 Comparative Politics（3 前） 
 The Challenge of World Economy（3 前） 
 Comparative Environmental Politics / Policies（3 前） 
 Seminar in International Development I（3 前） 
 Peace Research（3 後） 
 Security Studies（3 後） 
 Seminar in International Development II（3 後） 
 Seminar in Culture and International Politics（3 後） 
 Social Dimensions of Modern Public Policy（3 後）←2016 年度は開講せず 

国際政治・経済研究や、国際社会における議論・交渉、国際機関・NGO の日常業務などで、英語

が活用されています。それを踏まえ、本学科の国際政治・経済に関する展開科目（国際社会コ

ース科目）の一部は、英語で提供されています。iSEP は、英語を用いた国際政治・経済問題に

関する専門的学習をスムーズに行うために設計されたモジュールです。 

 
※このモジュールに含まれる科目は、すべて２年前期（第３セメスター）以降に開講されます。 

SAL は、応用言語学の専門的な理解を深めたい学生のうち、英語で行われる科目をスムーズに履

修するために設計されたモジュールです。このモジュールに基づく学習によって、応用言語学に

関する深い理解の獲得と専門的な学習での英語の活用とを同時に進めることができます。 

 
※このモジュールに含まれる科目は、すべて１年後期（第２セメスター）以降に開講されます。 

※一部の科目の使用言語は日本語です。 

≪モジュールの構成≫
 
① ACE 科目 

ACE の選択科目のうち、次の 10 科目は、このモジュールに含まれる英語で行われる展開科目（下記

③）を履修するために必要なスタディ・スキルの修得のために、特に役立つものです。 
 
 Academic Vocabulary（1 後） 
 Academic Speaking and Listening（1 後） 
 Academic Reading and Writing（1 後） 
 Comprehensive Study Skills（2 前） 
 Intensive Reading（2 前） 
 Academic Writing（2 前） 
 Critical Thinking（2 前） 
 Project English A および同 B（2 前、2 後） 
 Advanced Listening（2 後） 

 
② 理論・原理を学ぶ展開科目（比較文化コース科目） 

次の諸科目は、言語学を学ぶうえで不可欠な理論・原理に対する理解を深めるためのものです。下記③

の諸科目と同様に履修することが推奨されます。 
 
 言語学（2 前） 
 社会言語学（2 後） 
 英語学概論 I および同 II（2 前、2 後） 
 言語の科学 A および同 B（3 前、3 後） 

 
③ 応用的な展開科目（比較文化コース科目） 

次の諸科目は、言語学の応用的な学習を英語で行うものです。上記①、②の諸科目の履修により獲得さ

れるスタディ・スキルや言語学への理解をベースとして、授業が展開されます。 
 
 Principles of Applied Linguistics（2 前） 
 Principles of Language Acquisition and Learning（2 後） 
 Discourse Analysis（2 後） 
 Psycholinguistics（3 前） 
 Second Language Acquisition（3 前） 
 Principles of Language Teaching （3 前） 
 Principles of Bilingual Education（3 前） 
 Introduction to World Englishes （3 後） 

① の 10 科目から 5～8 科目（8 単位）

② の 6 科目から 3 科目（6 単位） 
③ の 8 科目から 5 科目（10 単位） 
計 24 単位を修得した場合には、SAL
モジュールを完了し、英語による応用

言語学の学習を本格的に行ったものと

認めます。 

① の 1 科目（1 単位）

② の 8 科目から 6 科目（12 単位） 
③ の 11 科目から 6 科目（12 単位） 
計 25 単位を取得した場合には、iSEP
モジュールを完了し、英語による国際

政治学・国際経済学の学習を本格的に

行ったものと認めます。 
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EMS についての問い合わせ先 

 iSEP －  李佳先生 <1 号館 B 4 階 1466 研究室、lijia@unii.ac.jp> 

 SAL －  Brown 先生 <1 号館 B 4 階 1455 研究室、brown@unii.ac.jp> 

ACE(Academic 
Communicative 
English)
Skill+Integrated+
Content classes

<iSEP> 
Team-teaching Bridge 
classes in English

<SAL>
Basic theoretical 
classes in Japanese

<iSEP&SAL>
Applied content 
classes in English

Q Can I take just a few of the classes listed in the modules?
 
A Yes and no. The modules are designed to help you study smoothly in English so following the 
suggested path is probably best. You can take one or two EMS classes without doing the whole 
module, but that might be harder for you. Studying in English is usually easier for students who 
use English more often. 
 
 
Q I am not really interested in Economics & Politics or Linguistics. But I love English and I 
really want to use English. Should I join EMS? 
 
A Actually, it's better to choose classes that you are interested in. Choosing iSEP or SAL just 
because you want to use English is probably not a good idea. If it's really English you are 
interested in, there are lots of ACE elective classes to choose from. 
 
 
Q What is the relationship between the four ISRD Courses and EMS modules? 
 
A Anyone in any Course can take classes in the EMS modules. However, International Society 
Course students will find it easier to pursue iSEP and Cross-Cultural Studies Course students to 
pursue SAL.  

Structure of EMS 

 

Q&A


